
<Mmmmm&〃さわをめさZﾉつ

2013年6月1日

第229号

藤沢藻塊蓮勃市民達路会議
(略称）熱灰エコネツ

http://i

事務局

:"members3jcom､home・ne.jp侭Xjisawa_econet/

主
な
記
事

放射能汚染水と地下水の放出
〒252-0816藤沢市遠藤849.9青柳

･総会（活動報告決算活動計画等
S/FAX0466-87-4922

，西尾氏の講演「放射能の健康被害について
e-mail:aoyagipc@jcom.home.ne.ip

･放射能測定値

/騒芋案駕離:蝋議蝋署轍燕
’38万トンになっており、2015年には70万トンに膨らむとみられ、その処理が廃炉に向け

|難瀬職職繍繍職塁鵬画し”
ゆくゆくは一定の処理をした上での汚染水の海洋

放出を目論んでいる。しかし、世論が厳しく、出

口はまったく見えない。地下水放出は、その小手

調べである。まず地下水放出で慣れさせ、本格的

に海洋放出に移ろうという魂胆がみえみえであ

る。

他方、政府に対する原子力ムラの再稼動の圧力

が強い。また、原子力発電システムの輸出につ

いて、政財界はきわめて熱心である。よほど儲か

るのであろう。

しかし、その最大のネックは、福島第一原発の

廃炉の工程表を描けないことである。その前に立

ちはだかる最大の壁が汚染水である。

汚染水を放出させてはならない。

（川崎健）
アジサイ大清水中学校前の境川の堤

<露エコ衣リトニコミズ空9畳〉 －1－








